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はじめに 
『OperationHelper ServerExtensionユーザーズガイド』は、これから OperationHelper™  
for Microsoft® Cluster Service R2.0 ServerExtension（以下 OperationHelper SEと省略
します）を導入しようとしているシステムエンジニアや、すでに導入されている

OperationHelper SEの保守・運用管理を行う管理者や保守員の方を対象にしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
MicrosoftRおよびWindowsRは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国にお
ける商標または登録商標です。 
WindowsRの正式名称は、Microsoft Windows Operating Systemです。 
OperationHelper™は、日本電気株式会社の商標です。 
その他のシステム名、社名、製品名はそれぞれの会社の商標及び登録商標です。 
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1. OperationHelper SEの概要 
 
1.1. はじめに 

OperationHelper SEは、Microsoft Cluster Service（以下MSCSと省略します）に対す
る誤操作防止、障害監視、障害通報の機能を提供します。主な機能としては以下の通りで

す。 
∗ 起動時グループオンラインの効率化 
∗ グループ異常監視 
∗ ローカルディスク監視 
∗ クラスタの終了 
∗ イベントログの補強 
∗ メール通報 

 
1.2. 動作環境 
製品提供プラットホームは、以下の通りです。 
（1）ハードウェア 

∗ IA-32サーバ 
∗ IA-64 サーバ 

 
（2）ソフトウェア 
サーバ OS ：Windows 2000 Advanced Server（※１） 

Windows 2000 Datacenter Server 
Windows Server 2003, Enterprise Edition 
Windows Server 2003, Datacenter Edition 

クライアント OS ：Windows 2000 ファミリ（※２） 
Windows Server 2003ファミリ 
Windows XP Professional 

 
※1 Windows 2000については、ServicePack2 以上が適用されている必要があります。 
※2 Internet Explorer6以上がインストールされている必要があります。 
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1.3. 現用系と待機系について 
本書では、オンラインになっているグループの所有サーバを現用系と呼び、非所有サーバ

を待機系と呼びます。以下の図の例では、「グループ 1の現用系はサーバ 1、待機系はサー
バ 2」「グループ 2の現用系はサーバ 2、待機系はサーバ 1」となります。 
 

 

図 1.1 現用系と待機系 

 

サーバ 1 サーバ 2 

グループ 1 オンライン グループ 2 オンライン 
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2. OperationHelper SEの機能 
 
2.1. 起動時グループオンラインの効率化 
サーバの起動時に OperationHelper SEはMSCSのグループに対して設定された優先所
有者を参照して、設定されているサーバにてグループをオンラインにします。これにより、

MSCSの優先所有者の設定に加えて OperationHelper SEを使用すると、起動時現用系に
するサーバをそれぞれのグループに対して設定することができます。したがって、オンラ

イン作業やオフライン作業に時間のかかるグループが存在していても起動するサーバの順

序を気にする必要がなく、自動で効率よくクラスタ運用を開始することができます。 
 
 
2.1.1. 機能説明 

MSCS では、前回終了時（サーバシャットダウン時）にオンラインだったすべてのグル
ープを、最初に起動したサーバで一旦オンラインにします。グループの優先所有者が後か

らクラスタに参加してくるサーバに設定されている場合は、そのグループを一度オフライ

ンにしてグループを移動し、移動後にグループを再びオンラインにします。したがって、

オンライン作業やオフライン作業に時間のかかるグループが存在する場合、そのグループ

の優先所有者でないサーバが先に起動するとクラスタ運用開始の効率が悪くなる可能性が

あります。したがって、このような場合にはグループを手動でオンライン化する等の対応

が必要です。図 2.1 は、グループ 1 の優先所有者がサーバ 1、グループ 2 の優先所有者が
サーバ 2の場合の起動例です。 

 

 

図 2.1 起動処理の流れ 

Server 2 Server 1 

サーバ起動 他サーバのクラスタ参加 運用 

Group1 
OＮLINE 

Server 1 

Group1 
OＮLINE 

Group2 
OFFLINE 

Server 2 Server 1 

Group1 
OＮLINE 

Group2 
ONLINE 

Group2 
ONLINE 
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OperationHelper SE は、クラスタの終了時にすべてのグループをオフラインにします。
そのため、サーバが起動した時点では MSCS はグループをオンラインにしません。
OperationHelper SEは、クラスタ終了時にオフラインにしたグループの情報を保存してい
ます。１台目のサーバが起動した時点では OperationHelper SEはクラスタの終了時に保存
しているグループのオフライン情報をもとに 1 台目のサーバが優先所有者のグループと優
先所有者が設定されていないグループをオンラインにします。その後、クラスタを構成す

るサーバが起動すると、グループのオフライン情報をもとに各グループをオンラインにし

ます。この時、OperationHelper SEは優先所有者の設定にしたがって設定されたサーバに
てグループをオンラインにします。これにより、グループの優先所有者が後からクラスタ

に参加してくるサーバに設定されている場合でも一度のオンライン作業でクラスタ運用を

開始することができます。 
 
2.1.2. 運用イメージ 
図 2.2は、OperationHelper SEを導入した場合の起動例です。なお、優先所有者の設定
は図 2.1と同様です。OperationHelper SEによってクラスタの終了時にすべてのグループ
がオフラインにされているため、MSCS はグループをオンラインにしません。前回のクラ
スタの終了時にオフラインにしたグループの情報をもとに OperationHelper SE はグルー
プ１のみをオンラインにします（図 2.2：サーバ起動）。サーバ 2が起動すると、MSCSが
優先所有者の設定にしたがってグループ 2をオフラインのまま移動します（図 2.2：他サー
バのクラスタ参加）。その後、OperationHelper SEがグループ 2をオンラインにします（図 
2.2：運用）。 
 

 
図 2.2 OperationHelper SE導入時の起動処理の流れ 

Server2 Server1 

サーバ起動 他サーバのクラスタ参加 運用 

Group1 
ONLINE 

 

Server1 

Group1 
ONLINE 

 

Group2 
OFFLINE 

Server2 Server1 

Group1 
ONLINE 

Group2 
ONLINE 

Group2 
OFFLINE 
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2.1.3. サーバ起動時のタイムアウト 

OperationHelper SEは、それぞれのサーバで動作する OperationHelper SEの起動を待
ち、起動確認ができた後にそれぞれのグループをオンラインにしていきます。しかし、何

らかの理由でサーバが起動しない場合があります。そのような場合に対処するため、

OperationHelper SEでは相手サーバの起動を一定時間待ち、その時間を経過したら起動タ
イムアウトとなります。起動タイムアウトになると、すでに起動しているサーバ上で動作

する OperationHelper SEが、前回終了時にオフラインにしたグループの情報をもとにして
それぞれのグループをオンラインにしていきます。 
 

[補足] 
∗ 優先所有者が設定されているグループは、優先所有者のサーバが起動される、または

起動タイムアウトが発生するまでオンラインになりません。クラスタ名やクラスタ IP
のリソースを保持しているグループに優先所有者が設定されている場合、そのグルー

プは、優先所有者のサーバの起動を待っている間、オフラインになっています。その

場合、MSCS のクラスタアドミニストレータは、各サーバの名前で接続をしてくださ
い。 

 

＜上記機能についての注意＞ 
∗ 前回終了時に設定ダイアログからのクラスタシャットダウン、もしくはクラスタ

シャットダウンコマンドを実行した場合のみ動作します。 
∗ Windowsのシャットダウンや管理ツールのサービスからOperationHelper SEや

MSCSの停止を行った場合は動作しません。 
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2.2. クラスタの終了 
OperationHelper SEは、シャットダウンするサーバの順番を制御する機能（クラスタシ
ャットダウン）を提供します。これにより、クラスタを構成する各サーバを同時にシャッ

トダウンした場合に発生するクォーラムディスクの奪い合いを防ぐことができます。また、

クラスタ終了時にオンラインになっているグループを全てオフラインにします。これによ

りサーバのシャットダウン中にグループがオンライン状態のままフェールオーバーするこ

ともなくなります。 
 
2.2.1. 機能説明 

MSCS では、クラスタを構成するサーバを同時にシャットダウンすると各サーバがクォ
ーラムディスクの奪い合いをしてしまう場合があります。クォーラムディスクの奪い合い

をすると、クォーラムディスクを持つグループがフェールオーバーを繰返してしまいスム

ーズなシャットダウンが行えなくなります。 
 

 

図 2.3 同時シャットダウン要求 

OperationHelper SEでは、シャットダウンするサーバの順番を制御する機能を提供しま
す。この機能は、クォーラムディスクを持たないサーバを先に終了させて、終了を確認し

た時点でクォーラムディスクを持つサーバをシャットダウンします。これにより、クォー

ラムディスクの奪い合いを防ぐことができます。 
さらに、各サーバは自分の所有するオンライングループをオフラインにして終了します。

これにより、クォーラムディスク非所有サーバでオンラインになっていたグループは、サ

ーバ終了時にオフラインになるためクォーラムディスク所有サーバにフェールオーバーす

ることがなくなり（オフライン状態でフェールオーバーする）、終了時の効率化を図ること

 
クォーラム

ディスク 

奪い合い 

フェールオーバー 

フェールオーバー 

シャットダウン要求 シャットダウン要求 
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ができます。終了時にオフラインにしたグループの情報は OperationHelper SEが保存して
おき、次回起動時にその情報をもとにグループをオンラインにします。 
 
2.2.2. 運用イメージ 
クラスタシャットダウン要求がくると、各サーバ上で動作している OperationHelper SE
間で互いに通信し、クラスタシャットダウン処理が開始していないかどうかを確認します。

開始している場合はクラスタシャットダウン要求を受付けません。開始していない場合は

クラスタシャットダウン処理を開始し、それぞれのサーバが所有するグループをオフライ

ンにした後、クォーラムディスク非所有サーバのシャットダウンを開始します。クォーラ

ムディスク非所有サーバが終了したことを確認した後、クォーラムディスク所有サーバの

シャットダウンを開始します。 

 

図 2.4 クラスタの終了 

 [補足] 
∗ クラスタシャットダウン要求を受けたサーバは、クラスタを構成する別のサーバが停

止している場合やネットワークに異常がある場合には通信ができないため、別のサー

バにてクラスタの終了処理が開始しているかどうかを確認ができません。その場合は

クラスタシャットダウン要求を受けたサーバのみクラスタシャットダウンを開始しま

す。別のサーバがまだ稼働している場合は、そのサーバに対してもう一度クラスタシ

ャットダウンを実行してください。 
 
 

クォーラムディスク 
非所有 

クォーラムディスク 
所有 

通信 

(1)自分の所有する 
グループをオフライン 

(2)クォーラムディスク非所有 
サーバの終了を確認 

(3) シャットダウン開始 

 
クォーラム

ディスク 

クラスタシャットダウン要求 クラスタシャットダウン要求 

OperationHelper OperationHelper 

安定 

(1)自分の所有する 
グループをオフライン 

(2)シャットダウン開始 
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∗ オンライン処理中のグループについては、クラスタシャットダウンを実行してもオフ

ライン処理を実行できません。そのため、次回起動時は MSCSがそのグループをオン
ラインにします。 

 
2.2.3. クラスタの終了時のタイムアウト 

OperationHelper SEは、グループのオフライン処理の終了後、クォーラムディスク非所
有サーバの終了を待ち、終了確認ができた後にクォーラムディスク所有サーバを終了しま

す。しかし、何らかの理由でクォーラムディスク非所有サーバが終了しない場合がありま

す。そのような場合に対処するため、OperationHelper SEは、クォーラムディスク非所有
のサーバが終了しない場合、クォーラムディスク所有のサーバを終了します。 

 
 

 
図 2.5 終了タイムアウト時間 

※1 グループオフライン処理の時間については、MSCS の各グループ、リソースのオフラ
イン処理の時間に依存します。 
 
 

クォーラム所有 クォーラム非所有 クォーラム非所有 

グループオフライン

処理（※1） 

グループオフライン処理開始 

タイムアウト時間 

 

クォーラム非所有サーバの終了開始 

グループオフライン処理終了 

タイムアウト 
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＜上記機能についての注意＞ 
∗ 設定ダイアログからのクラスタシャットダウン、もしくはクラスタシャットダウ

ンコマンドを行った場合のみ動作します。 
∗ Windowsのシャットダウンや管理ツールのサービスからOperationHelper SEや

MSCSの停止を行った場合は動作しません。また次回起動時に OperationHelper 
SE によるグループオンラインの効率化も行われません（MSCS がオンラインに
します）。 
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2.3. グループ異常の監視 
OperationHelper SE はグループの状態を監視します。グループの状態が障害になると、
そのグループを所有しているサーバにおいてシャットダウンや再起動を行います。これに

よりリソースグループを確実にフェールオーバーすることができます。 
 
2.3.1. 機能説明 

MSCS は、現用系サーバが障害を起こすとグループをオフラインにした後にフェールオ
ーバーさせて、これまで待機系だったサーバを現用系サーバとして業務を再開します。し

かし、リソースがオフラインになっていないにも関わらず MSCSがリソースをオフライン
にしたと誤認してしまうような障害が発生した場合、グループをオフラインにできていな

いままフォイルオーバをしてしまいます。このとき、そのリソースを所有するグループを

フェールオーバー先でオンラインにしようとしても、リソースの競合によりオンラインに

できません。このようなグループの障害を起こすと、フェールオーバーを繰返してしまい、

本来の業務を行えない状態になってしまいます。 
 

 

図 2.6 グループの障害時 

 
OperationHelper SEでは、MSCSが行うフェールオーバーの機能に加えて、グループが
障害になったサーバに対してシャットダウンや再起動を行う機能を提供します。この機能

により、異常を起こしているグループを確実にオフラインにすることができるため、フェ

ールオーバーを繰返すことを防ぎ、障害を起こしたグループを待機系だったサーバでオン

ラインにすることができます。 
 

正常にリソースをオ

フラインにできない 

リソースの競合により

オンラインにできない 

サーバの障害により

フェールオーバー 

オンラインにできず

フェールオーバー 

障害 
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2.3.2. 運用イメージ 
OperationHelper SEはグループの状態を監視しています。もし、回復できないような障
害がリソースに発生してグループの状態が障害となった場合、OperationHelper SEは障害
を起こしたサーバに対してシャットダウンまたは再起動を行うことで、確実にリソースを

オフラインにします。その後 MSCSはグループをフェールオーバーし、これまで待機系だ
ったサーバを現用系サーバとして業務を再開します。 

 

 

図 2.7 グループ異常の監視 

グループ異常 

シャットダウン命令

障害 

シャットダウンにより

グループがオフライン 
フェールオーバー

OperationHelper 

正常にグループが

オンライン 
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2.4. ローカルディスクの監視 
OperationHelper SEは、現用系サーバが OSストール状態になった場合にパニックやハ
ードウェアリセットを行います。これによりグループを確実にフェールオーバーすること

ができます。 
 
2.4.1. 機能説明 
通常、サーバの OSがストール状態に陥ると MSCSも影響を受けてクラスタを構成する
サーバ間のハートビートが停止します。それにより MSCSはフェールオーバーが必要かど
うかを判断することができます。しかし、各サーバ間のハートビートが停止しないような

中途半端な OS ストール状態になってしまうと、MSCS はフェールオーバーが必要だと判
断できません。したがって、現用系サーバがこのような状態になってしまうと、業務を行

えない状態になってしまいます。 
OperationHelper SEでは、ローカルディスクの監視を行うことで、ハートビートが停止
しないような中途半端な OSストール状態になっていないかを確認します。このような状態
になった場合は、ストール状態になっているサーバに対してパニックやハードウェアリセ

ットを行います。これらの機能により強制的にフェールオーバーを起こし、通常の業務を

再開することができます。 
 
パニックを行うとブルースクリーンになり、以下の文字列を表示します。 

 

図 2.8 パニック 

図 2.では、2002年 10月 1日 12時 34分 56秒に OperationHelper SEがパニックを行
ったことを表しています。 

 
 

OperationHelper 

固有文字列 

*** STOP: 0xE0000001 (0x20021001, 0x00123456, 0x00000000, 0x00000000) 

停止日 

停止時間 
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2.4.2. 運用イメージ 
OperationHelper SEは定期的にローカルディスクにアクセスし、OSがストール状態に
なっていないかをチェックしています。一旦ローカルディスクにアクセスできなくなると

再アクセス可能かどうかの監視状態になります。再びアクセスできると監視状態は解除さ

れますが、一定時間監視状態が続くと OSストールと判断し、パニックやハードウェアリセ
ットを行って強制的にサーバをダウンさせます。これによって MSCSはグループを待機系
サーバにフェールオーバーするため、通常の業務を再開することができます。 

 

 

図 2.9 パニック/リセットによるフェールオーバー 

 
 

 

パニック/リセット 

インタコネクト LAN 

ハートビート継続中 

 

OperationHelper 

フェールオーバー 

監視 

インタコネクト LAN 

ハートビート継続中 

 

OperationHelper 

OSストール 

監視時間タイムアウト 
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2.5. イベントログの補強 

OperationHelper SEは、MSCSがイベントログに出力しないクラスタの状態変化を補強
して出力します。このイベントログの補強により障害が発生した際の動作の追跡が容易に

なります。 
 
2.5.1. 機能説明 

OperationHelper SEは、クラスタの状態を監視して、独自に以下の事象をイベントログ
に出力します。 

 
 グループのオンライン 
 グループのオフライン 
 グループの移動、またはフェールオーバー 
 グループの一部オンライン 
 リソースのオンライン 
 リソースのオフライン 

 
これらのイベントログは、各グループ、リソースごとに設定が可能です。出力されるイ

ベントログに関しては、「7.2. システムログの一覧」を参照してください。 
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2.5.2. 運用イメージ 
図 2.10 は Windows 2000 においてグループオンライン時に障害が発生した場合です。

MSCS のイベントログからは、リソースが障害になったことは判断できますが、そのリソ
ース障害がオンライン時であるかオフライン時であるか、または運用中であるか判断する

ことができません。OperationHelper SEで、グループオンラインのログを補強することに
より、どのグループで障害が発生したのかを追跡することができます。また、Windows 
Server 2003においても、リソースのオンライン、リソースのオフラインのログを補強でき
ます。 

図 2.10 Windows 2000におけるイベントログの補強 

※1 処理の流れによって、フェールオーバーまたは、移動のいずれかのイベントログが出
力されます。 

OperationHelper 

イベントログ出力 
グループオンライン 
リソースオンライン 

OperationHelper 

障害 

フェールオーバー 

グループ 
オンライン 

イベントログ出力 
フェールオーバー 

サーバ B は、正常にクラスタに参加しました。 

クラスタ リソース 'AAAA’ は失敗しました。 

… 

MSCSのみのイベントログ 

サーバ B は、正常にクラスタに参加しました。 

リソースグループ 'Ｃｌｕｓｔｅｒ Group' がオンラインになりました。 

リソースグループ 'Disk Group' をオンラインにしてます。 

クラスタ リソース 'AAAA’ は失敗しました。 

リソースグループ 'Disk Group' が 'Server 1' から 'Server 2' にフェールオーバーしました。 

（※1 リソースグループ 'Disk Group' が 'Server1' から 'Server2' に移動しました。 ） 

… 

OperationHelper SE導入後のイベントログ（ デフォルトの設定 ） 
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2.6. メール通報 

OperationHeler SE は、障害発生をメールで通報する機能を提供します。これにより、
クラスタアドミニストレータまたは、イベントログを確認することなく障害を知ることが

できます。 

 
2.6.1. 機能説明 

MSCS において、障害発生を確認するためには、サーバのイベントログを目視する必要
があります。そのため、障害が発生し、フェールオーバーが成功すると、障害に気付かな

い可能性があります。その状況では、障害の原因が取り除かれていないため、待機系のサ

ーバが不在な状態になっており、再び障害が発生してしまうと業務停止に陥ることがあり

ます。 
 

図 2.11 MSCSのみの流れ 
 
OperationHelper SEは、いち早く障害をメールで通知することができます。それにより
待機系が不在となる時間を短縮し、業務停止に陥ることを未然に防止します。 

OperationHelper SEでは、以下の状況を障害とみなし、メールで通報いたします。 
 

 サーバダウン 
 グループ移動、またはフェールオーバー 
 リソースエラー 
 起動タイムアウト 
 終了タイムアウト 

 
通報するメールの本文のカスタマイズも可能です。また、セキュリティを考慮して、Pop 

before SMTPに対応いたします。 

障害 

フェールオーバー 業務停止 待機系の不在 

障害 
原因 原因 

現用系 待機系 現用系 待機系 現用系 待機系 
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2.6.2. 運用イメージ 
図 2.12 は、サーバで障害が発生したときの復旧までを示した例です。このとき

OperationHelper SEは、障害をメールで通報いたします。通報を受けたことで、サーバの
管理者がサーバの状態を確認し、復旧処理をすぐに開始することができます。また、通報

がメールであるため、携帯電話へメール送信することも可能です。 

 

図 2.12 メール通報を利用した障害復旧の流れ 
 
 
 

OperationHelper 

メール通報 

SMTPサーバ 

障害 

OperationHelper 

フェールオーバー 

OperationHelper OperationHelper 

待機系の不在 

メールにより障害を知ったので 
迅速な復旧作業が可能 

復旧作業 

サーバ管理者へ 
メールで通知 

原因 

OperationHelper OperationHelper 

復旧 
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＜上記機能についての注意＞ 
∗ OperationHelper SE には、メールサーバの機能はありません。そのためメール
通報機能を使用するためには、送信元とするメールアカウントとメールサーバ

(SMTPサーバ)が必要になります。 
∗ メール通報機能に使用する SMTPサーバは、通報元のクラスタに参加していない
サーバを使用してください。 

∗ クラスタに参加しているサーバと SMTP サーバ間のネットワークが障害になる
と、通報できません。 
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3. 設定・操作 
 
3.1. 起動時グループオンラインの効率化 
起動時のグループオンライン処理を効率的に行うために、以下の設定を行ってください。 

∗ 優先所有者の設定 
 

また、終了時には必ず以下のいずれかの方法でクラスタの終了を行ってください。 
∗ 設定ダイアログからのシャットダウン 
∗ クラスタシャットダウンコマンドの実行 
クラスタの終了については、3.4クラスタの終了を参照してください。 

 
3.1.1. 優先所有者の設定 

OperationHelper SEは、優先所有者の設定に従ってグループをオンラインにします。起
動時現用系を固定したいグループに対してそれぞれ優先所有者を設定してください。この

設定が行われていないグループについては処理の対象となりません。優先所有者の設定は、

MSCSのクラスタアドミニストレータで行います。 
 
(1) MSCSのクラスタアドミニストレータで、起動時現用系を固定したいグループを選択
し右クリックします。 

(2) プロパティを選択します。 

 

図 3.1 クラスタアドミニストレータ 
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(3) “全般”タブの中にある優先所有者の“変更”ボタンをクリックします。 

 

図 3.2 全般タブ 

 
(4) “利用可能なノード”から優先所有者に設定したいサーバを選択し、“--＞”をクリッ
クしてください。選択したサーバが優先所有者に登録されます。 

 

図 3.3 優先所有者の変更 
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以上で優先所有者の設定は完了です。 
 

 
 

＜注意＞ 
∗ OperationHelperは、サーバの起動時に優先所有者の設定を参照してグループの
オンライン処理を行いますが、フェールバックの設定には影響されません。フェ

ールバックについては、障害復旧時の運用方法をご検討の上、設定を行ってくだ

さい。フェールバックの設定は各グループのプロパティから行うことができま

す。 
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3.2. グループ異常の監視 
グループ異常の監視を行うために、以下の設定を行ってください。 

∗ フェールオーバーのしきい値 
∗ グループ異常時の復旧処理 

 
3.2.1. フェールオーバーのしきい値 
フェールオーバーのしきい値の設定は、MSCS のクラスタアドミニストレータで行いま
す。異常の監視を行いたいグループに対してそれぞれフェールオーバーのしきい値を“0”
に設定してください。0 以外の値の場合は MSCS のフェールオーバーの設定が優先される
ため、OperationHelper SEはグループ異常の監視を行いません。 

 
(1) グループの起動時現用系の設定と同様の操作を行い、MSCSのクラスタアドミニスト
レータから異常の監視を行いたいグループのプロパティを開いてください。 

(2) “フェールオーバー”タブをクリックしてください。 

 

図 3.4 フェールオーバータブ 

(3) しきい値を“0”に設定してください。 
 
以上でグループ異常監視の設定は完了です。 
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3.2.2. グループ異常時の復旧処理 
グループ異常時の復旧処理の設定は、OperationHelper SEの設定ダイアログで行います。 
 
(1) 設定ダイアログの“グループ”タブをクリックしてください。 

 

図 3.5 OperationHelper SE設定ダイアログ 

(2) 復旧処理を選択してください。 
 
以上でグループ異常時の復旧処理の設定は完了です。 
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3.3. ローカルディスクの監視 
ローカルディスクの監視を行うために、以下の設定を行ってください。 

∗ 監視時間 
∗ ストール時の復旧処理 

 
3.3.1. 監視時間とストール時の復旧処理 
監視時間と復旧処理の設定は、OperationHelper SEの設定ダイアログで行います。 
 
(1) 設定ダイアログの“ローカルディスク”タブをクリックしてください。 

 

図 3.6 OperationHelper SE設定ダイアログ 

(2) 監視時間を設定してください。 
(3) 復旧処理を設定してください。 

 
以上で監視時間と復旧処理の設定は完了です。 
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3.4. クラスタの終了 
OperationHelper SEを使用してクラスタを終了する方法として、以下の2つがあります。 

∗ OperationHelper SEの設定ダイアログを使用 
∗ クラスタシャットダウンコマンドの実行 

クラスタを終了する場合は、念のために画面上のアプリケーションを終了させてから実

行してください。 
 
3.4.1. 設定ダイアログからの終了 

OperationHelper SEの設定ダイアログを使用してクラスタを終了することができます。 
 
(1) 設定ダイアログの“サーバ”タブをクリックしてください。 

 

図 3.7 OperationHelper SE設定ダイアログ 
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(2) “クラスタシャットダウン”ボタンをクリックしてください。 
 

 

図 3.8 クラスタの終了 

(3) サーバの終了方法（シャットダウン／再起動）を選択し“OK”をクリックしてくだ
さい。 
以上の操作を行うと、クラスタの終了処理が開始します。 
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3.4.2. クラスタシャットダウンコマンドによる終了 
サーバ上でクラスタの終了を行う場合、コマンドラインからクラスタシャットダウンコ

マンドを実行することで、設定ダイアログを使用しなくてもクラスタの終了を行うことが

できます。また、UPS を使用している場合やタスクスケジューラによる定期的な再起動な
どにも利用できます。 

 
コマンドライン 

clusshdn [ /S | /R] 
※ [ ]内は省略可能 

 
コマンドの説明 
クラスタを終了した後、サーバをシャットダウンします。またパラメータを 
指定することで、シャットダウンと再起動の選択が可能です。 

 
パラメータ 

/S クラスタを終了した後、サーバをシャットダウンします。 
/R クラスタを終了した後、サーバを再起動します。 
 
終了コード 
コード 説明 

0 クラスタシャットダウンを正常に開始しました。 
1 クラスタシャットダウン実行中のため、クラスタシャットダウン
の要求を受け付けることはできませんでした。 

2 クラスタを構成している他サーバへ、シャットダウンを指示する
ことができませんでした。シャットダウンの要求に成功したサー

バのみシャットダウンを実行します。 
3 OperationHelper SEが起動処理中のため、シャットダウンを開
始することができませんでした。 

4 クラスタシャットダウン中に通信エラーが発生しました。 
クラスタシャットダウンを実行することができません。 

255 シャットダウンコマンドの構文が間違っています。 
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3.4.3. 無停電電源装置（UPS）の設定 
UPS を使用している場合は、停電時にクラスタシャットダウンコマンドを使用してクラ
スタを終了させることができます。 

UPS制御ソフトウェアに ESMPRO/AutomaticRunningControllerをご使用の場合は、
「ESMPRO/AC MSCS オプション」のセットアップカードを参照してください。
(ESMPRO/AutomaticRunningControllerを利用することによって、停電時の安全なシャッ
トダウンや、スケジュール等による自動運転を実現できます。) 

UPS 制御ソフトウェアをご利用でない場合の設定はコントロールパネルにある電源オプ
ションのプロパティから行ってください。 

 
(1) コントロールパネルにある電源オプションのプロパティを開き、“UPS”タブをクリ
ックします。 

 

 

図 3.9 電源オプションのプロパティ 

 
(2) “選択”ボタンをクリックし、使用する UPSを選択してください。 
(3) “構成”ボタンをクリックしてください。 
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図 3.10 UPSの構成 

 
(4) 各パラメータを設定し、“アラーム時に、このプログラムを実行する”にチェックを
入れてください。 

 

 
 
 

(5) “構成”ボタンをクリックしてください。 

＜注意＞ 
∗ 各パラメータは、ご利用いただくシステムの環境に依存します。十分なテストを

行った上で値を設定してください。 
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図 3.11 UPSシステムシャットダウンプログラム 

(6) 参照をクリックし、“%SystemRoot%¥system32¥clusshdn.exe”を選択してくださ
い。 

(7) パスワードの設定をクリックし、実行するアカウント名に対応するパスワードを入力
してください。 

 
以上で UPSの設定は終了です。 
 
[補足] 

∗ 停電が起きた時、ネットワークのハブなども停電する可能性があります。そのような

場合、１台のサーバのみに設定しているとクラスタシャットダウンを実行しようとし

た OperationHelper SEは他のサーバにシャットダウンを指示する事ができません。し
たがって、UPSの設定はクラスタを構成する全てのサーバに設定してください。 
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3.4.4. タスクスケジューラによる定期的なシャットダウン・再起動 
タスクスケジューラにクラスタシャットダウンコマンドを登録することで、定期的にシ

ャットダウン・再起動を行うことができます。設定はコントロールパネルにあるタスクの

プロパティから行ってください。 
 

(1) コントロールパネルにあるタスクを開いてください。 
(2) “スケジュールされたタスクの追加”をダブルクリックすると、タスクウィザードが
開始します。 

(3) “実行するプログラムの選択”画面では、参照ボタンをクリックして
“%SystemRoot%¥system32¥clusshdn.exe”を選択してください。 

 

図 3.12 実行するプログラムの選択 

 
(4) ウィザードに従って設定を行い、設定を完了してください。 

 
定期的にシャットダウンを行う場合の設定は以上です。定期的に再起動を行う場合は、

さらに以下の設定を行ってください。 
 

(5) コントロールパネルのタスクを開きます。 
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(6) タスク名一覧の中からウィザードで作成したタスクを選択し、プロパティを開いてく
ださい。 

 

図 3.13 タスクのプロパティ 

(7) 入力されている“実行するファイル名”の後に“/R”を追記してください。 
 
以上でタスクの設定は終了です。 

 
[補足] 

∗ タスクの設定を行う場合は、クラスタを構成する全てのサーバに対して設定を行って

ください。1台のサーバのみに設定していると、そのサーバもしくはネットワークに異
常があった場合、他サーバにクラスタシャットダウン通知ができません。 
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4. OperationHelper SE設定ダイアログ 
設定ダイアログから、各種設定・操作を行うことができます。ここで設定された内容は、

一元管理されたクラスタの設定値として保存され、各サーバはその値を参照します。 
 

4.1. 起動 
設定ダイアログは、デスクトップ上にあるショートカットアイコンから起動することが

できます。 

 

図 4.1 アイコン 

また、[スタート]メニューから起動することもできます。[スタート]メニューのプログラ
ムから“OperationHelper”を選択してください。その中にある“OperationHelper SE”
を選択すると、設定ダイアログが起動します。 
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4.2. サーバ接続ダイアログ 
OperationHelper SEの設定を変更する場合は、まずクラスタを構成するサーバに接続す
る必要があります。OperationHelper SE設定ダイアログを起動すると、以下のダイアログ
が表示されます。 

 

 

図 4.2 サーバに接続 

 
（1）接続先の入力 
接続先のサーバ名か IP アドレスをどちらか一つを入力してください。サーバ名と IP ア
ドレスの両方入力された場合は、サーバ名が優先されます。 
サーバ名にはクラスタ名を指定することもできます。また、IPアドレスにはクラスタ IP
アドレスを指定することができます。 
 

[補足] 
∗ 接続するためには、接続先サーバで OperationHelper SEが起動している必要がありま
す。 

∗ サーバ名で接続が完了した場合、コンボボックスに最大 4件の履歴が残ります。 
 
（2）パスワードの入力 
クラスタを構成するサーバに接続するためには OperationHelper SE 専用のパスワード
が必要です。パスワードを入力してください。 
 

[補足] 
∗ 初期パスワードは設定されていません。初回設定時にパスワードを変更してください。 
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4.3. 設定ダイアログ 
サーバへの接続が完了すると、以下のダイアログが表示されます。 

 

図 4.3 設定ダイアログ 

（1） タブ 
各タブページで行える設定・操作は以下の通りです。 
サーバ 

∗ クラスタサービスの状態表示 
∗ クラスタシャットダウン 
グループ 

∗ グループ異常時における復旧処理の設定 
ローカルディスク 

∗ ローカルディスクストール監視時間 
∗ ローカルディスクストール時における復旧処理の設定 
イベントログ 

∗ OperationHelper SEが出力するイベントログの設定 
メール 

∗ メール通報の設定 
その他 

∗ サーバ起動時の同期待ち時間 
∗ クラスタシャットダウンの確認待ち時間 
∗ パスワードの変更 
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（2） 最新の設定情報を取得  
“最新の設定情報を取得”ボタンをクリックすると、OperationHelper SEに設定されて
いる情報を接続先サーバから受信し、設定ダイアログに反映します。 
 
（3） OK、適用  
“OK”ボタンまたは“適用”ボタンをクリックすると、各タブページで設定した情報が
接続先サーバに送信されて設定が反映されます。また、接続先サーバは他サーバに設定変

更通知を送り、それを受取ったサーバも設定を反映します。 
 

[補足] 
∗ ダイアログの接続先ではないサーバ、もしくはネットワークに異常がある場合は設定

反映通知ができません。接続先でないサーバに異常がある場合は、一旦接続先サーバ

のみ設定を反映し、接続先ではないサーバは次回のサービス起動時に設定が反映され

ます。ネットワークに異常がある場合は、問題が解決してネットワークが回復した後

に再度設定を行ってください。 
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4.3.1. サーバタブ  
設定ダイアログの“サーバ”タブをクリックすると以下のページが表示されます。 

 

 

図 4.4 設定ダイアログ・サーバ 

 
（1）サーバの状態表示 
クラスタを構成する各サーバのクラスタサービスの状態を確認することができます。状

態の表示候補は以下の通りです。 
∗ 稼動中 

MSCSは正常に稼動しています。 
∗ 停止 

MSCSは停止しています。 
∗ 一時停止 

MSCSは一時停止しています。 
∗ クラスタ参加中 
クラスタに参加中です。 

∗ 不明 
現在の状況が分かりません。 
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（2）クラスタシャットダウン 
“クラスタシャットダウン”ボタンをクリックすると、以下のダイアログが表示されま

す。 

 

図 4.5 クラスタの終了 

 
サーバの終了方法（シャットダウン／再起動）を選択し“OK”をクリックすると、クラ
スタの終了処理が開始します。クラスタの終了処理が完了すると、選択されたサーバの終

了方法に従って、Windowsを終了します。 
 
[補足] 

∗ “シャットダウン”を選択した場合、パワーマネージメント機能を持つサーバは電源

を OFF にし、持たないサーバは“コンピュータの電源を切ることができます。”と表
示されます。 

∗ クラスタシャットダウン要求を受けたサーバは、クラスタを構成する別のサーバが停

止している場合やネットワークに異常がある場合には通信ができないため、別のサー

バにてクラスタの終了処理が開始しているかどうかを確認ができません。その場合は

クラスタシャットダウン要求を受けたサーバのみクラスタシャットダウンを開始しま

す。別のサーバがまだ稼働している場合は、そのサーバに対してもう一度クラスタシ

ャットダウンを実行してください。 
∗  
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4.3.2. グループタブ  
設定ダイアログの“グループ”タブをクリックすると、以下のページが表示されます。 

 

 

図 4.6 設定ダイアログ・グループタブ 

（1）復旧処理の設定 
OperationHelper SEは、グループ異常を検出すると復旧処理を行います。そのときの復
旧処理の方法を設定してください。設定可能な項目は以下の通りです。 

∗ サーバをシャットダウンする 
∗ サーバを再起動する 
∗ 復旧処理なし 

 
[補足] 

∗ “サーバをシャットダウンする”を選択した場合にグループ異常が起きると、パワー

マネージメント機能を持つサーバは電源を OFFにし、持たないサーバは“コンピュー
タの電源を切ることができます。”と表示されます。 

∗ 初期設定は“復旧処理なし”になっています。 
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＜注意＞ 
∗ 現用系でリソースが異常を起こすと OperationHelper はグループ異常を検出し
て復旧処理を行いますが、フェールオーバ先のサーバでもまたリソースが異常を

起こす場合があります。リソースを追加する場合は、一旦グループ異常監視機能

を停止して全てのサーバでリソースがオンラインにできるかどうか確認してく

ださい。正常にオンライン化できることが確認できた上でこの機能を使用してく

ださい。 



 

 45

 
4.3.3. ローカルディスクタブ  
設定ダイアログの“ローカルディスク”タブをクリックすると、以下のページが表示さ

れます。 

 

図 4.7 設定ダイアログ・ローカルディスクタブ 

 
（1）監視時間の設定 
ローカルディスクにアクセスできない状態になると監視状態になります。そのときの監

視時間を設定してください。設定可能時間は 1～99分です。 
 

 
 
（2）復旧処理の設定 
設定された監視時間を経過すると、OSストールと判定して復旧処理を行います。そのと
きの復旧処理の方法を設定してください。設定可能な項目は以下の通りです。 

∗ パニックを発生させる 
∗ ハードウェアリセットを行う 
∗ 復旧処理なし 

＜注意＞ 
∗ 監視時間は、ご利用いただくシステムの環境に依存します。十分な高負荷テスト

を行った上で値を設定してください。 
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[補足] 

∗ 監視時間の初期設定は 5分です。 
∗ 復旧処理の初期設定は“パニックを発生させる”です。 
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4.3.4. イベントログタブ  
 
設定ダイアログの“イベントログ”タブをクリックすると、以下のページが表示されま

す。 

 

図 4.8 設定ダイアログ・イベントログタブ 

 
（１）出力するイベントログの設定 
左側のツリー表示から、設定するグループまたは、リソースを選択します。右側に設定

項目が表示されますので、出力したいイベントログにチェックをいれてください。また、

共通設定のグループ共通、リソース共通にて設定を行うことで、全てのグループ、リソー

スに共通の設定を一括して行うことができます。ただし、共通設定で設定を行った項目に

ついては、各グループ、リソースでその項目を変更しても、変更が反映されません。変更

したい場合は、共通設定の設定を外してから、設定を行ってください。 
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4.3.5. メールタブ  
設定ダイアログの“メール”タブをクリックすると、以下のページが表示されます。 

 

図 4.9 設定ダイアログ・メールタブ 

（１）メール通報の設定 
メール通報先として Toアドレス、送信に利用する SMTPサーバ名とポート番号、送信元の
アドレスとして From アドレスを設定してください。すべての項目を埋めることでメール
通報機能が有効になります。また、To アドレスについては、,(カンマ)で区切ることで複数
指定可能です。 
 
  複数通報先設定例 

 

aaa@yyy.zzz.co.jp, bbb@yyy.zzz.co.jp Toアドレス： 
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（２）詳細設定 

OperationHelper SEは、Pop before SMTPに対応しています。 
“詳細設定”ボタンをクリックすると、以下のダイアログが表示され Pop before SMTP
を使用するためのパラメータを設定することができます。 

 

 

図 4.10 設定ダイアログ・メール詳細設定 

Pop before SMTPの認証に使用するPopサーバ名とポート番号、Popサーバのユーザ ID、
そのパスワードを入力してください。また、Pop before SMTPを使用する場合の Fromア
ドレスは、ユーザ IDに対応したアドレスを使用してください。 
 
（３）テスト送信 
以上のメール通報の設定が完了したら、テスト送信を行って設定の確認を行ってくださ

い。エラーのダイアログが表示された場合は、エラーの内容に従って、設定を修正してく

ださい。テストメールの送信に成功した後、テストメールを受信できているか確認してく

ださい。 
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（４）メール本文のカスタマイズ 
メールのサブジェクトと内容は、メールテンプレートを編集することで、カスタマイズ

が可能です。表１に示すとおり、各通報内容のメールテンプレートが、OperationHelper SE
をインストールしたディレクトリ以下のMailディレクトリに保存してあります。また、メ
ールテンプレート中の %c, %g, %r, %s1, %s2は、表 2に示した文字列に置き換えられます。
メールテンプレートの詳細については、6章を参照してください。 
 

表１ メールテンプレートの保存先とファイル名 
保存先ディレクトリ <OperationHelperのインストールパス>¥Mail¥ 

通報内容 ファイル名 
サーバダウン ServerDown.txt 
グループ移動または、フェイルオーバ GroupMoved.txt 
リソース障害 ResourceFailed.txt 
起動タイムアウト OnlineFailed.txt 
終了タイムアウト OfflineFailed.txt 
送信テスト TestMail.txt 

 



 

 51

 
表２ メールテンプレート内の置換文字列 

通報内容 置換文字列 置換後 
%c クラスタ名 
%g なし 
%r なし 
%s1 サーバダウンが発生したサーバ名 
%s2 なし 

サーバダウン 
( ServerDown.txt ) 

%t 発生時刻 
%c クラスタ名 
%g グループ名 
%r なし 
%s1 移動元サーバ名 
%s2 移動先サーバ名 

グループ移動 
または、フェールオーバー 
( GroupMoved.txt ) 

%t 発生時刻 
%c クラスタ名 
%g リソースが含まれるグループ名 
%r リソース名 
%s1 障害が発生したサーバ名 
%s2 なし 

リソース障害 
( ResourceFailed.txt ) 

%t 発生時刻 
%c クラスタ名 
%g なし 
%r なし 
%s1 なし 
%s2 なし 

起動タイムアウト 
( OnlineFailed.txt ) 

%t 発生時刻 
%c クラスタ名 
%g なし 
%r なし 
%s1 なし 
%s2 なし 

終了タイムアウト 
( OfflineFailed.txt ) 

%t 発生時刻 
%c クラスタ名 
%g なし 
%r なし 
%s1 なし 
%s2 なし 

テストメール 
( TestMail.txt ) 

%t 発生時刻 
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4.3.6. その他タブ  
 
設定ダイアログの“その他”タブをクリックすると、以下のページが表示されます。 
 

 

図 4.11 設定ダイアログ・その他タブ 

 
（1）サーバ起動時のタイムアウト時間の設定 
サーバ起動時に、クラスタを構成する他サーバと通信してグループオンライン処理の同

期を取ります。先に起動したサーバはクラスタを構成する他サーバの起動を待ち、他サー

バが起動したことを確認したらそれぞれのグループをオンラインにします。そのときの待

ち時間を設定してください。設定可能時間は 1～99分です。 
 
（2）クラスタシャットダウンのタイムアウト時間の設定 
クラスタシャットダウン時において、クォーラムディスクを持つサーバは持たないサー

バのシャットダウンが完了するのを待ちます。そのときの待ち時間を設定してください。

設定可能時間は 1～99分です。 
 

[補足] 
∗ サーバ起動時のタイムアウト時間の初期設定は 5分です。 
∗ クラスタシャットダウンのタイムアウト時間の初期設定は 5分です。 
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（3）パスワードの変更 
“パスワード変更”ボタンをクリックすると、以下のダイアログが表示されます。 
 

 

図 4.12 パスワードの変更 

 
現在使用しているパスワードと希望する新しいパスワードを入力して“OK”ボタンをク
リックしてください。現在使用しているパスワードが正しく、且つ入力した 2 つの新しい
パスワードが同じであれば、パスワードを変更することができます。 

 
[補足] 

∗ 初期パスワードは設定されていません。第三者から設定変更されたりシャットダウン

されたりすることを防ぐためにも、パスワードを設定することをお勧めします。 
 

 
 
 
 

＜注意＞ 
∗ パスワードを忘れた場合はOperationHelperを再インストールしなければなりま
せん。パスワードを忘れないように気を付けてください。 

＜注意＞ 
∗ 起動時・終了時の待ち時間は、ご利用いただくシステムの環境に依存します。起

動時・終了時における十分なテストを行った上で値を設定してください。 
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5. 注意事項一覧 
 
起動時グループオンライン化 
∗ 前回終了時に設定ダイアログからのクラスタシャットダウン、もしくはクラスタシャ

ットダウンコマンドを実行した場合のみ動作します。 
∗ Windows のシャットダウンや管理ツールのサービスから OperationHelper SE や

MSCSの停止を行った場合は動作しません。 
 
優先所有者 
∗ OperationHelper SEは、サーバの起動時に優先所有者の設定を参照してグループのオ
ンライン処理を行いますが、フェールバックの設定には影響されません。フェールバ

ックについては、障害復旧時の運用方法をご検討の上、設定を行ってください。フェ

ールバックの設定は各グループのプロパティから行うことができます。 
 
グループ異常時の復旧処理 
∗ 現用系でリソースが異常を起こすと OperationHelper SE はグループ異常を検出して
復旧処理を行いますが、フェールオーバー先のサーバでもまたリソースが異常を起こ

す場合があります。リソースを追加する場合は、一旦グループ異常監視機能を停止し

て全てのサーバでリソースがオンラインにできるかどうか確認してください。正常に

オンライン化できることが確認できた上でこの機能を使用してください。 
 
ローカルディスク監視時間 
∗ 監視時間は、ご利用いただくシステムの環境に依存します。十分な高負荷テストを行

った上で値を設定してください。 
 
起動時のタイムアウト時間・クラスタの終了時のタイムアウト時間 
∗ 起動時・終了時のタイムアウト時間は、ご利用いただくシステムの環境に依存します。

起動時・終了時における十分なテストを行った上で値を設定してください。 
 
クラスタの終了 
∗ 設定ダイアログからのクラスタシャットダウン、もしくはクラスタシャットダウンコ

マンドを行った場合のみ動作します。 
∗ Windows のシャットダウンや管理ツールのサービスから OperationHelper SE や

MSCS の停止を行った場合は、クラスタシャットダウンの機能を提供できません。ま
た次回起動時に OperationHelper SE によるグループオンラインの効率化も行われま
せん（MSCSがオンラインにします）。 
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パスワード 
∗ パスワードを忘れた場合は OperationHelper SE を再インストールしなければなりま
せん。パスワードを忘れないように気を付けてください。 

 
UPSの設定 
∗ 電源障害発生時の各パラメータ設定は、ご利用いただくシステムの環境に依存します。

十分なテストを行った上で値を設定してください。 
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6. メール通報機能のメールテンプレート 
 
通報の種類 サーバダウン 
説明 クラスタを構成するサーバがダウンした時の通報 
ファイル名 ServerDown.txt 
ファイルの内容 subject:OperationHelper通報サービス 

 
クラスタ'%c'のサーバ'%s1'が停止しました。 
 
発生時刻：%t 

 
 
通報の種類 グループ移動、またはフェールオーバー 
説明 グループが移動または、フェールオーバーした時の通報 
ファイル名 GroupMoved.txt 
ファイルの内容 subject:OperationHelper通報サービス 

 
クラスタ'%c'のリソースグループ'%g'が、'%s1'から'%s2'に 
移動またはフェールオーバーが発生しました。 
 
発生時刻：%t 

 
 
通報の種類 リソースエラー 
説明 リソースが障害になった時の通報 
ファイル名 ResourceFailed.txt 
ファイルの内容 subject:OperationHelper通報サービス 

 
クラスタ'%c'のリソースグループ'%g'のクラスタリソース'%r'で 
障害が発生しました。 
 
発生時刻：%t 
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通報の種類 起動タイムアウト 
説明 クラスタの終了の次の起動時に、タイムアウトが発生した時の通報 
ファイル名 OnlineFailed.txt 
ファイルの内容 subject: OperationHelper通報サービス 

 
クラスタ'%c'で起動タイムアウトが発生しました。 
 
発生時刻：%t 

 
 
通報の種類 終了タイムアウト 
説明 クラスタの終了時に、タイムアウトが発生した時の通報 
ファイル名 OfflineFailed.txt 
ファイルの内容 subject: OperationHelper通報サービス 

 
クラスタ'%c'で終了タイムアウトが発生しました。 
 
発生時刻：%t 
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7. イベントログの一覧 
 
7.1. アプリケーションログ一覧 
共通項目 
ログ名： アプリケーションログ 
イベントソース：OperationHelper 
 
イベント ID： 1000 
種別：  情報 
説明：  クラスタの起動待ち合わせ時間 %1 分以内に、全てのサーバが参加した
ため、%2 ノード構成で起動しました。 
置換文字： %1 － 起動待ち合わせ時間 
  %2 － クラスタ参加ノード数 
 
イベント ID： 1001 
種別：  情報 
説明：  クラスタの終了待ち合わせ時間 %1 分以内に、全てのサーバの停止が確
認されたため、%2 ノード構成で停止しました。 
置換文字： %1 － 終了待ち合わせ時間 
  %2 － クラスタ参加ノード数 
 
イベント ID： 1002 
種別：  情報 
説明： OperationHelper for MSCS ServerExtensionは停止します。 
 
イベント ID： 1003 
種別：  情報 
説明： %1グループの%2要求を発行しました。 
置換文字： %1 － グループ名 
  %2 － オンラインまたはオフライン 
 
イベント ID： 1004 
種別：  情報 
説明：  %1コンピュータからパスワードが変更されました。 
置換文字： %1 － 設定ダイアログを実行しているコンピュータの名前 
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イベント ID： 1900 
種別：  情報 
説明：  試用版をご利用頂きましてありがとうございました。%n試用期間を経過
したため、サービスを終了しました。 
 
イベント ID： 1901 
種別：  情報 
説明：  評価版のライセンスキーは正常です。期間は%1までです。 
置換文字： %1 － お試し期間 
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イベント ID： 2000 
種別：  警告 
説明：  MSCS が正常に動作していない恐れがあるため、OperationHelper for 

MSCS ServerExtensionは終了されました。 
対処方法： [サービス]スナップインを起動し、MSCSの状態を確認後、停止している

場合、MSCSを開始してください。 
 
イベント ID： 2001 
種別：  警告 
説明：  %1グループのオンライン処理に失敗したため、処理を中断します。 
対処方法： クラスタアドミニストレータでグループの状態を確認し、オフラインであ

れば、手動でオンラインにしてください。Status=%2 
置換文字： %1 － グループ名 
 %2 － Cluster APIの返り値 
 
イベント ID： 2002 
種別：  警告 
説明： %1グループでグループ異常を検出したため、サーバを%2しました。 
対処方法： グループ異常の原因を調査してください。 
置換文字： %1 － グループ名 
 %2 － “シャットダウン”または“再起動” 
 
イベント ID： 2003 
種別：  警告 
説明：  %1コンピュータからのパスワード認証に失敗しました。 
対処方法： なし 
置換文字： %1 － 設定ダイアログを実行しているコンピュータの名前 
 
イベント ID： 2004 
種別：  警告 
説明：  %1グループのオフライン処理に失敗しました。 
対処方法： クラスタアドミニストレータでグループの状態を確認してください。

Status=%2 
置換文字： %1 － グループ名 
 %2 － Cluster APIの返り値 
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イベント ID： 2005 
種別：  警告 
説明：  %1への接続に失敗しました。 
対処方法： ネットワーク接続を確認するか、異常なサーバを再起動してください。サ

ーバ再起動後、設定が反映されます。Status=%2 
置換文字： %1 － サーバ名 
  %2 － エラーコード 
 
イベント ID： 2006 
種別：  警告 
説明：  クォーラム所有ノードを特定できません。Status=%1 
対処方法： クラスタアドミニストレータでサーバの状態を確認してください。 
置換文字： %1 － エラーコード 
 
イベント ID： 2007 
種別：  警告 
説明：  クラスタの起動待ち合わせ時間 %1 分以内に[%2]サーバが参加していな

いため、%3 ノード構成で起動しました。  
対処方法： [%2]サーバの状態を確認してください。 
置換文字： %1 － 起動待ち合わせ時間 
  %2 － サーバ名リスト 

%3 － クラスタ参加ノード数 
 
イベント ID： 2008 
種別：  警告 
説明：  クラスタの終了待ち合わせ時間 %1 分以内に[%2]サーバの停止が確認さ

れないため、クラスタシャットダウンを %3 ノードで実行します。  
対処方法： [%2]サーバの状態を確認してください。クラスタの終了待ち合わせ時間

が短い場合はサーバの停止時間を確認し、調整してください。 
置換文字： %1 － 終了待ち合わせ時間 
  %2 － サーバ名リスト 

%3 － クラスタ参加ノード数 
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イベント ID： 2900 
種別：  警告 
説明： ライセンスキーが見つからないか、間違っています。本製品を再インスト

ールしてください。 
 
イベント ID： 2901 
種別：  警告 
説明： ライセンスキーが見つかりません。本製品を再インストールしてください。 
 
イベント ID： 2902 
種別：  警告 
説明： ライセンスキーが間違っています。本製品を再インストールしてください。 
 
イベント ID： 2903 
種別：  警告 
説明： %1 サーバと同じライセンスキーを使用してインストールされています。

新しいライセンスキーを使用して本製品を再インストールしてください。 
置換文字： %1 － サーバ名 
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イベント ID： 3000 
種別：  エラー 
説明：  クラスタレジストリのアクセスに失敗しました。（%1）Status=%2 
対処方法： [サービス]スナップインを起動し、MSCSの状態を確認後、停止している
  場合、ＭＳＣＳを開始してください。 
置換文字： %1 － “設定の書き込み”または“設定の読込み”または 

“パスワードの書き込み”または“パスワードの読込み” 
 %2 － エラーコード 
 
イベント ID： 3001 
種別：  エラー 
説明：  ローカルディスク監視ドライバが起動していません。Status=%1 
対処方法： OSを再起動をしてください。起動しない場合、本製品を再インストール

してください。 
置換文字： %1 － エラーコード 
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イベント ID： 6300 
種別：  エラー 
説明：  クラスタ監視スレッドが異常停止しました。'%1' 秒後に再開します。 
対処方法： なし 
置換文字： %1 － 秒 
 
イベント ID： 6400 
種別：  情報 
説明：  メール通報サービスのメール送信に成功しました。 
 
イベント ID： 6401 
種別：  警告 
説明：  メール通報サービスにおいて、前回送信できなかったメールがありまし

た。 
 
イベント ID： 6402 
種別：  エラー 
説明：  メール通報サービスのメール送信に失敗しました。 
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7.2. システムログ一覧 
 
共通項目 
ログ名： システムログ 
イベントソース：OperationHelperMoniter 
 
イベント ID： 4000 
種別：  情報 
説明：  クラスタリソース '%1' がオンラインになりました。 
置換文字： %1 － クラスタリソース名 
 
イベント ID： 4001 
種別：  情報 
説明：  クラスタリソース '%1' がオフラインになりました。 
置換文字： %1 － クラスタリソース名 
 
イベント ID： 4002 
種別：  情報 
説明：  クラスタリソース '%1' をオンラインにしています。 
置換文字： %1 － クラスタリソース名 
 
イベント ID： 4003 
種別：  情報 
説明：  クラスタリソース '%1' をオフラインにしています。 
置換文字： %1 － クラスタリソース名 
 
イベント ID： 4100 
種別：  情報 
説明：  リソースグループ '%1' がオンラインになりました。 
置換文字： %1 － リソースグループ名 
 
イベント ID： 4101 
種別：  情報 
説明：  リソースグループ '%1' がオフラインになりました。 
置換文字： %1 － リソースグループ名 
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イベント ID： 4102 
種別：  情報 
説明：  リソースグループ '%1' をオンラインにしてます。 
置換文字： %1 － リソースグループ名 
 
イベント ID： 4103 
種別：  情報 
説明：  リソースグループ '%1' をオフラインにしてます。 
置換文字： %1 － リソースグループ名 
 
イベント ID： 4104 
種別：  情報 
説明：  リソースグループ '%1' の一部がオンラインになりました。 
置換文字： %1 － リソースグループ名 
 
イベント ID： 4105 
種別：  情報 
説明：  リソースグループ '%1' の一部がオフラインになりました。 
置換文字： %1 － リソースグループ名 
 
イベント ID： 4106 
種別：  情報 
説明：  リソースグループ '%1' の一部をオンラインにしています。 
置換文字： %1 － リソースグループ名 
 
イベント ID： 4107 
種別：  情報 
説明：  リソースグループ '%1' の一部をオフラインにしています。 
置換文字： %1 － リソースグループ名 
 
イベント ID： 4108 
種別：  情報 
説明：  リソースグループ '%1' が '%2' から '%3' に移動しました。 
置換文字： %1 － リソースグループ名 

%2 － 移動前サーバ名 
%3 － 移動後サーバ名 
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イベント ID： 5100 
種別：  警告 
説明：  リソースグループ '%1' が '%2' から '%3' にフェールオーバーしました。 
置換文字： %1 － リソースグループ名 

%2 － フェールオーバー前のサーバ名 
%3 － フェールオーバー後のサーバ名 
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8. 設定ダイアログのエラーメッセージ一覧 
 

サーバ接続画面 

エラーメッセージ 対処方法 

初期化に失敗しました。 再度設定ダイアログを起動してください。 

サーバ名か IPアドレスを入力してください。 接続先のサーバ名か IPアドレスを入力してください。 

入力できる最大文字数は 255文字です。 接続先のサーバ名を確認し、再度入力してください。 

サーバとの接続が確立できません。サーバ名または IP

アドレスを再度入力してください。 

入力されたサーバ名か IP アドレスが誤っている可能性が

あります。再度入力して接続を行ってください。 

パスワードが誤っています。再度入力してください。パ

スワードは大文字と小文字の区別に注意してください。 
再度パスワードを入力して接続を行ってください。 

登録されているパスワードを読み出すことができませ

んでした。 

接続先サーバに異常がないかを確認し、再度接続を行って

ください。 

サーバに設定されている情報を読み出すことができま

せんでした。 

接続先サーバに異常がないかを確認し、再度接続を行って

ください。 

通信処理にエラーが発生しました。 
ネットワークに異常がないかを確認し、再度接続を行って

ください。 

予期しないエラーが発生しました。強制終了します。 
ネットワークに異常がないかを確認し、再度接続を行って

ください。 

 
設定画面 

エラーメッセージ 対処方法 

通信処理にエラーが発生しました。 
ネットワークに異常がないかを確認し、再度接続を行って

ください。 

サーバに設定されている情報を読み出すことができま

せんでした。 

接続先サーバに異常がないかを確認し、再度接続を行って

ください。 

設定された情報をサーバに書き込むことができません

でした。 

接続先サーバに異常がないかを確認し、再度設定変更を行

ってください。 

クラスタを構成する他のサーバへ設定変更を指示する

ことができませんでした。 

設定変更を要求されたサーバのみ変更します。 

クラスタを構成する他のサーバ、もしくはネットワークに

異常がないかを確認してください。サーバに異常がある場

合は、次回のサービス起動時に設定が反映されます。ネッ

トワークに異常がある場合は、問題が解決しネットワーク

が回復した後に再度設定を行ってください。 

予期しないエラーが発生しました。強制終了します。 

接続先サーバで OperationHelper が正常に動作している

かを確認し、再度設定ダイアログを起動して接続を行って

ください。 



 

 69

パスワードが一致しません。再度ご確認の上、パスワー

ドを入力してください。 
再度新しいパスワードを入力して変更を行ってください。 

内部処理に必要なメモリが確保できませんでした。 
メモリ不足です。メモリリークしてるアプリケーションが

ないか確認してください。 

POPサーバを見つけることができませんでした。 
入力した POP サーバを DNS で見つけることができませ

んでした。再度、ご確認してください。 

POPサーバに接続することができませんでした。 POPサーバに接続できるかを確認してください。 

POPサーバから切断されました。 POPサーバの設定を確認してください。 

POPサーバのユーザ名がエラーになりました。 
有効な POP サーバアカウントかどうか確認してくださ

い。 

POPサーバのパスワードがエラーになりました。 
有効な POP サーバアカウントのパスワードかどうか確認

してください。 

SMTPサーバを見つけることができませんでした。 
入力したSMTPサーバをDNSで見つけることができませ

んでした。再度、ご確認してください。 

SMTPサーバに接続することができませんでした。 SMTPサーバに接続できるかを確認してください。 

SMTPサーバから切断されました。 SMTPサーバの設定を確認してください。 

SMTPサーバへの送信中にエラーが発生しました。 
ネットワークに異常がないかを確認し、再度テスト送信を

行ってください。 

POPサーバとの通信にエラーが発生しました。 
ネットワークに異常がないかを確認し、再度テスト送信を

行ってください。 

SMTPサーバとの通信にエラーが発生しました。 
ネットワークに異常がないかを確認し、再度テスト送信を

行ってください。 

データサイズが大きすぎます。 
入力されたデータが、長すぎます。最大 512文字にまでで

お願いします。 

内部処理でエラーが発生しました。 
OperationHelper が正常に動作していない可能性があり

ます。 
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パスワード変更画面 

エラーメッセージ 対処方法 

通信処理にエラーが発生しました。 
ネットワークに異常がないかを確認し、再度接続を行って

ください。 

新しいパスワードが一致しません。 

両方のテキストボックスに同じパスワードを入力して

ください。 

再度新しいパスワードを入力して変更を行ってください。 

古いパスワードが誤っています。パスワードは大文字と

小文字の区別に注意してください。 
再度古いパスワードを入力して変更を行ってください。 

登録されているパスワードを読み出すことができませ

んでした。 

接続先サーバに異常がないかを確認し、再度接続を行って

ください。 

新しいパスワードに変更できませんでした。 
接続先サーバに異常がないかを確認し、再度パスワード変

更を行ってください。 

予期しないエラーが発生しました。強制終了します。 

接続先サーバで OperationHelper が正常に動作している

かを確認し、再度設定ダイアログを起動して接続を行って

ください。 

 
 

クラスタの終了画面 

エラーメッセージ 対処方法 

通信処理にエラーが発生しました。 
ネットワークに異常がないかを確認し、再度接続を行って

ください。 
クラスタシャットダウンは実行中です。 なし 
クラスタを構成する他のサーバへシャットダウンを指

示することができませんでした。 

シャットダウンを要求されたサーバのみシャットダウ

ンを開始します。 

クラスタを構成する他のサーバに異常がないかを確認し

てください。 

OperationHelperが起動処理を行っているため、シャッ

トダウンを開始できません。 

起動処理が終了した後にもう一度クラスタシャットダウ

ンを行ってください。 

予期しないエラーが発生しました。強制終了します。 

接続先サーバで OperationHelper が正常に動作している

かを確認し、再度設定ダイアログを起動して接続を行って

ください。 
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9. 改版履歴 
 
版数 改版年月日 改版ページ 内容 

第１版 2003/10/17 ‐ 新規作成 

第 2版 2004/01/05 32ページ サポートする UPSとして、 
ESMPRO/AutomaticRunningController 
連携の記述を追加 

    

 
 


